
グループホームあかり（ほたる）

【事業所概要（事業所記入）】

※事業所の基本情報は、公表センターページで閲覧してください。（↓このURLをクリック） 

【評価機関概要（評価機関記入）】
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○

○ ○

○

・広々とした開放的な環境の中で生活ができる。デッキを通して2ユニットの利用者同士
の交流が図れている。また、担当ユニットだけでなく他のユニットの利用者の特性の把握
に努め、全職員が支援にあたっている。職員研修の充実化を図っており、全職員が必要
と思われ物や希望に沿って研修を受けている。

基本情報リンク先

所在地 愛媛県宇和島市丸穂甲937-15

自己評価作成日 平成23年11月1日

http://ehime-kaigokouhyou.jp
●ユニットをつなぐデッキは、利用者同士の交流の場にもなっていてテーブルやいす等もあり、ネッ
ト越しにはゴルフ場が眺められ、ゴルフに来るお客さんとおしゃべりすることもよくある。
●施設長や管理者は、職員からの提案を聞き取り、「まずはやってみよう」と職員の意欲を応援して
おられる。又、職員は利用者から希望が聞かれた時には「どのようにしたら叶うか」ということを考え
て、管理者等に提案しておられ、事業所全体で利用者の意欲を引き出せるようなサポートをされて
いる。
●利用者との会話の中で「行ってみたい」「～はどうなっているかなあ」「帰りたい」というようなお話
が聞かれた時には、即「行ってみる」ことを支援できるよう努めておられる。居間の窓から見える山を
眺めて「あの丸山に行ってみたい」と希望されたことがきっかけで職員と出かけられ、懐かしいお話
等も聞かれたようだ。
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評 価 結 果 概 要 表

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号 3890300068

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】

法人名 有限会社ケアサポートさくら

事業所名 　グループホームあかり　（ほたる）

評価機関名

項　　目
　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目
　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当する項目に○印

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

所在地

平成23年11月17日訪問調査日

4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意
向を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の

63

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場
面がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている
（参考項目：9,10,19）

1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある 3. たまに
4. ほとんどない 4. ほとんどない

4. ほとんどいない 4. 全くいない

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65

59
利用者は、職員が支援することで生き生きし
た表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている
3. 利用者の１/３くらいが 3. あまり増えていない

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけて
いる
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安
なく過ごせている
（参考項目：30,31）

1. ほぼ全ての利用者が

68

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔
軟な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない
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サービス評価自己評価項目  
  (評価項目の構成) 【記入方法】

　Ⅰ.理念に基づく運営

　Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援

　Ⅲ.その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

　Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援   ※用語について

  ●職   員＝「職員」には、管理者および非常勤職員を含みます。

　

  ●家族等＝家族、家族に代わる本人をよく知る人、成年後見人などを含みます。
                   （他に「家族」に限定する項目がある）

  ●運営者＝事業所の具体的な経営・運営に関わる決定権を持つ、管理者より上位の
                  役職者（経営者と同義）。

  ●チーム＝一人の人を関係者が連携し、共通認識で取り組むという意味です。
                  関係者とは管理者・職員はもとより、家族、かかりつけ医、包括支援センターなど、
                  事業所以外で本人を支えている関係者を含みます。

事業所名　 グループホームあかり

自己評価及び外部評価結果表

　●　指定認知症対応型共同生活介護の場合は、共同生活住居（ユニット）ごとに、管理者が
　　　 介護職員と協議のうえ記入してください。

　●　全ての各自己評価項目について、「実施状況」を記入してください。

　（注）　自己評価について、誤字脱字等の記載誤り以外、外部評価機関が記載内容等を
　　　　　修正することはありません。

評価完了日 Ｈ23年1１月１日

(ユニット名） ほたる

記入者（管理者）

氏　名 渡部　和美

ホップ 職員みんなで自己評価!

ステップ 外部評価でブラッシュアップ!!

ジャンプ 評価の公表で取組み内容をＰＲ!!!

－サービス向上への３ステップ－
“愛媛県地域密着型サービス評価”
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グループホームあかり（ほたる） 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)

各ユニットごとに職員全員で自分たちが目指している介護理
念を作り、実践に努めている。年度末に見直しをした。
また理念は、職員の目の届く場所に掲示している。

(外部評価)

事業所開設時に職員で話し合い「共に生きる」と理念を作成
され、ユニットごとに目標も決めて理念の実践に取り組んで
おられる。職員は、利用者一人ひとりのことをよく知ることに
努め、個々の喜びや楽しみの機会を作ったり、又、悲しみや
寂しさに寄り添いたいと話しておられた。

(自己評価)

町内で催される夏祭りや運動会等に出掛け、地域の方や保
育園児とも交流することが多い。
運営推進会議にも地域の方に参加いただいている。
“あかりだより”を職員と利用者が一緒に近所へ配り、日頃の
声かけを大切にしている。

(外部評価)

近くの保育園の園児達の訪問があった際に、利用者が園児
達の姿に感激して涙し喜ばれたことから、その後も散歩中に
立ち寄ってくれるようになった。園児達は、事業所で飼って
いるかめをみるのも楽しみになっているようだ。小学校の美
化委員の児童が花の苗を持って来てくれ、大切に植えてお
られる。秋祭りの際には、牛鬼が事業所に来たのを見に近所
の方が来られたり、「感謝祭」でいも炊きをされた際にも近く
の方が参加してくださった。

さらに、地域の方から「回覧板で事業所便りを回すこともでき
ます」と言っていただき、今月末から地区の方達に回してもら
うことになっている。事業所は、事業所便りや運営推進会議
を通じて、地域の方達やご家族にも、認知症についてさらに
知ってもらいたいと考えておられる。又、事業所は外部の方
の力をお借りして、利用者の楽しみや喜びを増やしていきた
いと取り組んでおられ、百人一首が得意な利用者と相手して
くださる方を探す等、利用者がいろいろな人とかかわりながら
暮らしていけるよう、さらにネットワークを拡げていかれてほし
い。又、いざという時の協力体制作りにも取り組んでいかれ
てほしい。

(自己評価)

利用者と一緒に地域行事に参加し、理解を得ている。また、
地域の人に場所を提供し、反対にボランティアの人の声かけ
などをして頂いている。民生委員さんを通じて、地域の一人
暮らしの高齢者の方へいつでも見学や来所が可能であるこ
とをパンフレットでお知らせし、受け入れ態勢がある事を伝え
て頂いている。

Ⅰ.理念に基づく運営

1 1

○理念の共有と実践
地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所
理念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有
して実践につなげている

2 2

○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に
交流している

○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認知症
の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向
けて活かしている

3
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グループホームあかり（ほたる） 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)

２ヶ月に一度開催しており、地域の方や家族、行政、地域包
括支援センターの方、また地域のグループホームの職員の
方の意見をいただき、取り入れている。

(外部評価)

運営推進会議時にメンバーの方から「地区の高齢者がホー
ムのことを気にしている」という情報をいただき、さっそく事業
所のパンフレットとともに「いつでも来てほしい」ということと
「迎えに行く」ことを手紙にして配られた。これまでは事業所
の現況を報告する会議であったが、今後は「認知症につい
て知っていただけるような会議」となるようすすめていきたいと
事業所では考えておられる。

(自己評価)

広報紙や運営推進会議の報告書は、速やかに市町村担当
者へ届けて近況を伝え、また時に市役所担当者より指示を
仰いでいる。
運営推進会議への参加を協力いただいている。

(外部評価)

市のボランティア募集に参加し、利用者の将棋の相手を探し
て、来ていただいたこともある。利用者の成年後見人の方が
毎月ご本人の様子を見に来てくださっている。介護相談員
の方が来られた際には、利用者のお話を聞いてくださってい
る。

(自己評価)

研修を受け、身体拘束について理解はしている。夜間以外
は施錠を行っておらず、身体拘束をしないケアに取り組んで
いる。

(外部評価)

外部研修や事業所での新人研修の際に身体拘束について
勉強されたり、又、管理者は「食事を強制するのも拘束にな
ることもある」等、日々のケアの場面を捉えて職員に拘束に
ついて伝え、職員で意識を統一して取り組めるようにされて
いる。

4 3

○運営推進会議を活かした取組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し
合いを行い、そこでの意見をサービス向上に活
かしている

6 5

○身体拘束をしないケアの実践
代表者及び全ての職員が「指定基準における
禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理解し
ており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしない
ケアに取り組んでいる

5 4

○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業
所の実情やケアサービスの取組みを積極的に
伝えながら、協力関係を築くように取り組んでい
る
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グループホームあかり（ほたる） 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)

新任者への研修を実施し、全員虐待防止については理解し
ている。

(自己評価)

研修を受け、理解している。

(自己評価)

入所時、十分に時間をとり丁寧に説明し、理解していただけ
るように心がけている。

(自己評価)

要望に対してはできるだけ早く対応し、日々の暮らしや運営
に反映させている。また、家族会を発足し意見をお聞きした
り、ご意見箱を設置している。介護相談員さんの訪問により、
利用者の意見を汲む機会がある。

(外部評価)

ご家族の来訪時には、いすやお茶をお出しして、ゆっくりし
ていただけるように気配りをされている。又、職員は、利用者
ご本人のことについて気付いたことを伝えるように取り組んで
おられ、ご家族との連絡のやり取りは日誌に記入して申し送
るようにされている。家族会では、事業所の敷地の草引きを
お願いされており、8月の家族会時には15名ほどのご家族が
協力してくださった。ご家族には、毎月の書類とともに、事業
所便りと利用者個別に現況を記した手紙を添え、報告されて
いる。さらに運営推進会議の内容や外部評価等、事業所を
良くするための取り組みについても報告するようにされてい
る。事業所便りには、事業所を利用してのご家族の感想を載
せている号もある。

10 6

○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員
並びに外部者へ表せる機会を設け、それらを運
営に反映させている

8

○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成
年後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の
必要性を関係者と話し合い、それらを活用でき
るよう支援している

9

○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者
や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明
を行い理解・納得を図っている

7

○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止法等につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内
での虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている
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グループホームあかり（ほたる） 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)

月１回のミーティングで職員の意見を聞き、運営に反映させ
ている。また、定期的にリーダー会を開催している。
月1回のユニット会を利用して、職員が提案できる機会を設
けており、意見が言いやすい環境を作っている。

(外部評価)

施設長や管理者は、職員からの提案を聞き取り、「まずは
やってみよう」と職員の意欲を応援しておられる。又、職員は
利用者から希望が聞かれた時には「どのようにしたら叶うか」
ということを考えて、管理者等に提案しておられ、事業所全
体で利用者の意欲を引き出せるようなサポートをされてい
る。

(自己評価)

基準配置以上の体制がとられ、職員は各自が勤務評価を行
ない提出し、上司は努力を認めている。
代表者による緊急時対応ができ、夜勤帯の安心感につな
がっている。また、休憩とリフレッシュ休暇により、身体的に負
担がかからないよう配慮されている。

(自己評価)

多くの研修に参加する機会があり、報告会で皆で内容の共
有を図ることができている。
資格を取るよう働きかけていただいている。新任者研修に
沿って実践している。また、職業訓練校より研修生を受け入
れており、教えることも学びの一つになっている。

(自己評価)

地域密着型サービス協会の相互研修に3名参加し、サービ
スの向上に努めている。
運営推進会議の参加を通じて交流を図っている。

(自己評価)

入所申し込みの際、施設見学をしてもらっている。
面接時に生活歴や要望を聞き、職員で共有している。
入所当初は本人が不安にならないよう、できるだけ傍にいて
対応している。
トイレの場所がわかるよう掲示している。

14

○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流する
機会をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相互
訪問等の活動を通じて、サービスの質を向上さ
せていく取組みをしている

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15

○初期に築く本人との信頼関係
サービスの利用を開始する段階で、本人が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、本人の安心を確保するための関係づくりに
努めている

12

○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、
勤務状況を把握し、給与水準、労働時間、やり
がいなど、各自が向上心を持って働けるよう職
場環境・条件の整備に努めている

13

○職員を育てる取組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機
会の確保や、働きながらトレーニングしていくこと
を進めている

11 7
○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見
や提案を聞く機会を設け、反映させている

特定非営利活動法人　JMACS



グループホームあかり（ほたる） 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)

施設見学をしてもらっている。
家族の要望に合わせて、不安が強い時には食事の提供やソ
ファーベッドの提供を行ない、泊まっていただくこともある。居
室の希望にはできるだけ対応している。
入所当初、家族へのこまめな報告に努めている。

(自己評価)

本人･家族の要望を聞いて、ケアプランに取り入れて支援し
ている。

(自己評価)

調理に不慣れな若い職員は利用者に教えてもらって、一緒
に行なっている。
食器の片付け、洗濯物たたみ等できることをしていただいて
いる。

(自己評価)

ホーム内での行事に参加していただき、関係を築いている。
受診の付き添いや外出など、できる範囲で家族に協力して
いただいている。
また、面会時にできるだけ家族と会話したり、状況を伝えたり
して、来ていただきやすいよう努めている。

(自己評価)

行きつけの美容院を利用したり、お墓参りに同行している。
近所の店に買い物に出たりしている。電話の対応や年賀
状、手紙を出したりして関係が途切れないようにしている。

(外部評価)

保育園児が来てくれて、歌を歌いながら亥の子を打ってくれ
た際には、利用者はとても懐かしがられた。

20 8

○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めてい
る

18

○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場におか
ず、暮らしを共にする者同士の関係を築いてい
る

19

○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場におか
ず、本人と家族の絆を大切にしながら、共に本
人を支えていく関係を築いている

16

○初期に築く家族等との信頼関係
サービスの利用を開始する段階で、家族等が
困っていること、不安なこと、要望等に耳を傾け
ながら、関係づくりに努めている

17

○初期対応の見極めと支援
サービスの利用を開始する段階で、本人と家族
等が「その時」まず必要としている支援を見極
め、他のサービス利用も含めた対応に努めてい
る
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グループホームあかり（ほたる） 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)

難聴のある利用者同士の会話の橋渡しをし、関われるよう支
援している。また関わり難い時には、声かけをしたり傍に寄り
添って対応している。
トラブルが起きやすい利用者の方同士の場合は、できるだけ
問題が起きないよう支援している。

(自己評価)

退所になっても、家族会には参加します、と言って下さった
り、また来ますと声をかけて頂くので、行事に声をかけてい
る。

(自己評価)

毎月ユニット会で各担当者がモニタリングを報告している。セ
ンター方式を取り入れ、本人の思いや意向の把握に努めて
いる。また、日々の会話の中で一人ひとりの思いを把握し、
担当職員が中心となって支援している。
ご家族にもお伝えしている。

(外部評価)

管理者は「利用者の思いを大切に」と職員に日々話しておら
れる。職員が利用者とかかわることは多いが、「ゆっくりお話
する機会が少ないのではないか」と感じておられ、事業所で
は「利用者個々と一日５分はお話する」ことに取り組んでおら
れる。職員は、利用者の表情等をしっかり観察して「喜んで
おられるか」「関心があまりないか」「つまらなそうか」等をみな
がら対応をされている。

事業所では、利用者ご本人の希望をもとに介護計画を作成
しておられる。さらに、利用者やご家族から得た情報を収集
するツールを工夫して、利用者のニーズの把握に努められ、
利用者のその人らしい暮らしを支えるための介護計画の作
成につなげていかれてほしい。

(自己評価)

必要に応じて家族の方に生活歴をお聞きしたり、入所当初
に本人･家族やケアマネジャーから情報を得るようにしてい
る。
できるだけ会話し、新しい情報はシートに記入している。

(自己評価)

大まかな１日の流れはあるが、本人の体調やリズムに合わせ
て支援している。
状態の変化については見逃さないよう細かく記録したり、共
有できるよう努めている。

○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有す
る力等の現状の把握に努めている

25

9

○思いや意向の把握
一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把
握に努めている。困難な場合は、本人本位に検
討している

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23

24

○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活
環境、これまでのサービス利用の経過等の把握
に努めている

○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立
せずに利用者同士が関わり合い、支え合えるよ
うな支援に努めている

22

○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これまでの
関係性を大切にしながら、必要に応じて本人・
家族の経過をフォローし、相談や支援に努めて
いる

21
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グループホームあかり（ほたる） 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)

月1回のユニット会でモニタリングの報告をし、職員全員で検
討会を開き、課題の把握とケアのあり方について話し合って
いる。担当者が6ヶ月毎にアセスメントし、本人･家族と話し合
い、プラン作成をしている。

(外部評価)

「利用者のできること」に目を向け、「できることを続けられる」
よう介護計画の作成に取り組んでおられる。計画は6ヶ月ごと
に見直しをしておられる。

　

(自己評価)

介護計画の実践を個別の記録に残し、1日の中で取り組むこ
とができている。また、新たな課題が出てきた時には随時話
し合いを行ない、介護計画を見直している。

(自己評価)

面会時等希望により、家族へも食事を提供している。

(自己評価)

ボランティアの方に来ていただき踊りを披露してもらい、利用
者もその輪の中に入り、楽しんでいる。
神社への初詣、秋祭り等地域に出て、多くの人達と触れ合う
機会がある。また保育園や小学校への行事に出向き楽しん
だりしている。

○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫
を個別記録に記入し、職員間で情報を共有しな
がら実践や介護計画の見直しに活かしている

29

○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把
握し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊
かな暮らしを楽しむことができるよう支援している

28

○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化
本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔
軟な支援やサービスの多機能化に取り組んでい
る

26 10

○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合
い、それぞれの意見やアイディアを反映し、現状
に即した介護計画を作成している

27
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グループホームあかり（ほたる） 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)

協力医が非常に協力的で、看取りも安心して支援することが
できる。施設での情報提供をしたり、受診に同行して相談す
るなど、かかりつけ医との連携は取れている。

(外部評価)

協力医はいつでも駆け付けてくれるようになっている。利用
者の薬の調整中は、管理者か看護師資格を有する職員がご
家族とともに利用者に同行して、医師に普段の状態を伝え
たり相談されており、状態が安定するまで同行されている。
事業所便りには、協力医の往診日の予定や協力歯科医にも
協力を得て、先生の写真とメッセージを載せておられる。

(自己評価)

看護師1名、准看護師2名おり、常に介護職と看護職が情報
を共有し、利用者一人一人が安心して暮らせるよう努めてい
る。
看護職員は各ユニットにそれぞれ配属されているが、相互に
対応できるようにしており、介護職員は相談しやすくなってい
る。
(自己評価)

入院時には施設での生活状況等の情報提供を行ない、退
院時にはカンファレンスに参加し、退院後の注意事項の指
導を受けている。
また、入院中はできるだけ面会に行き、ご本人の精神的フォ
ローに当たっている。

(自己評価)

本人家族と連携を取りながら希望に沿った看取りを実践し
た。また、体調の変化時に家族に面会をお願いし、今後の
対応について相談するようにしている。
医療・連携における連携連絡体制を整えている。
家族との話し合いを常に行なうよう心がけている。

(外部評価)

ご本人の希望とご家族の協力も得て、事業所では初めて看
とりを経験された。利用者は最期、目を瞑って静かにしてお
られる日が多かったが、ある朝、職員が居室を訪問するとご
本人が目を開けておられ、職員の手を握ってくださったこと
に職員は感動されたようだ。職員は利用者の方からとても多
くのことを学ばれた。さらに、利用者もそれぞれにその方の
居室を訪ねられ、体をさすってさし上げる等して見舞われ
た。管理者は「経験することの大切さ」を感じておられ、今後
も、利用者・ご家族の希望に応じて、ご家族と方針を共有し、
支援に取り組みたいと話しておられた。

33 12

○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
重度化した場合や終末期のあり方について、早
い段階から本人・家族等と話し合いを行い、事
業所でできることを十分に説明しながら方針を
共有し、地域の関係者と共にチームで支援に取
り組んでいる

31

○看護職との協働
介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報
や気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師
等に伝えて相談し、個々の利用者が適切な受
診や看護を受けられるように支援している

32

○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるように、病
院関係者との情報交換や相談に努めている。ま
たは、そうした場合に備えて病院関係者との関
係づくりを行っている。

30 11

○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築
きながら、適切な医療を受けられるように支援し
ている
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グループホームあかり（ほたる） 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)

毎年、救命講習を受講している。
緊急時の対応マニュアルを整備している。

(自己評価)

年２回の避難訓練（地震災害を含む）を実施し、対応できる
よう全職員が理解しているが、地域との協力体制は十分では
ない。
保存食を整えている。

(外部評価)

運営推進会議時、避難訓練を行い、メンバーの方に見てい
ただき、感想や意見をうかがった。夜間、停電になった際に
は周りが真っ暗になるということもあり、事業所内は足元に灯
りが点くようになっているが、さらに事業所の庭やデッキに非
常灯を設置することを予定されていた。さらに、事業所付近
は、土砂崩れ警報が出たこともあり、今後さらに利用者や職
員の安全に向けて対策を検討していかれてほしい。

(自己評価)

一人ひとりをよく理解し、個性を尊重し、違いを把握した上で
の接し方や、ケアの方法に気をつけている。
自己決定を尊重し、利用者の誇りを傷つけないようにしてい
るが、普段気をつけているつもりでも、友人に対するような声
かけになる事がある。

(外部評価)

利用者のこれまでの暮らしの中で、経験されたこと等も踏ま
えて話題等にも配慮されている。利用者個々が活躍できる
場面を作ることに努めておられ、若い職員が食事を作る時に
は、利用者から手伝いを申し出てくださったり、教えてくださ
り、職員を助けてくださるようだ。又、男性利用者は、荷物を
持ってくださったり、女性にはやさしく紳士に接してくださるよ
うだ。

(自己評価)

言葉かけを工夫することで思いなどを引き出したり、普段の
生活の中で自己決定できるよう、些細なことから働きかけて
いる。また、希望があった時には叶えられるよう支援してい
る。

37
○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、
自己決定できるように働きかけている

35 13

○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わ
ず利用者が避難できる方法を全職員が身につ
けるとともに、地域との協力体制を築いている

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14
○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保
一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシー
を損ねない言葉かけや対応をしている

34

○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての
職員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に
行い、実践力を身に付けている
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グループホームあかり（ほたる） 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)

利用者が1人でいる時をつまらない状況ととらえるだけでは
なくその人の日々の様子を観察し、一人の落ちつける状況と
して捉える。意向を聞きながら、その人のペースで暮らせるよ
う支援している。

(自己評価)

洋服選びの相談に乗ったり、髭剃りの声かけをしている。剃
り残しがある時には、職員が支援している。
定期的に散髪など行なっている。毛染めの支援や夏の浴衣
を着る機会を設けたりした。

(自己評価)

利用者と相談しながら献立を決めている。味付けがおいしい
と良く声がかかる。
利用者と職員が一緒に食事し、ゆったりした雰囲気になるよ
う配慮している。また、食事の準備や片付け、食器拭き等で
きることをしていただいている。嫌いな物は特に気をつけて
提供を考慮している。

(外部評価)

調査訪問時には、魚屋さんが来ていて、利用者が魚を選ん
でおられた。又、エプロンを着けて台所で職員と食事の準備
をしている様子もみられた。男性利用者も料理が得意な方も
おられ、職員と料理を作っておられる。パン屋さんも来てくれ
るようで、利用者はお好きなパンを選んだり、朝食に食べる
パンを買っておられる。食事は、利用者に感想等もお聞きし
ながら職員と利用者は同じものを食べておられ、ご飯のお代
わりをすすめられたり、お茶のお代わりを男性の利用者が注
いで回ってくださり、職員のお湯のみにも注いでくださり、職
員は利用者に笑顔でお礼を言っておられた。利用者同士の
関係性等も踏まえてテーブル席を決めて、利用者が落ち着
いて食事ができるようにされている。
(自己評価)

全職員でメニュー作成にあたっている。夏場にはお茶の時
間を増やして脱水予防に努めたり、必要に応じて水分量の
把握と尿量の確認をしている。
また、利用者の特徴に合わせて水分や栄養が摂れるよう、食
事形態を検討している。自ら進んでお茶が飲めるようセッティ
ングしている。

(自己評価)

歯科医の訪問診療がある。食後声かけし、口腔ケアに努め
ている。
口腔ケアの研修を受け、口腔状態の把握に努めている。

41

○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じ
て確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣
に応じた支援をしている

42

○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、
一人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔
ケアをしている

39
○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができるよう
に支援している

40 15

○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好
みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒に
準備や食事、片付けをしている

38

○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではなく、
一人ひとりのペースを大切にし、その日をどのよ
うに過ごしたいか、希望にそって支援している
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グループホームあかり（ほたる） 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)

日中は車イスの方もトイレでの排泄介助を行なっている。
排泄の記録により利用者の排泄パターンを理解し、しぐさや
動作からサインを読み取り、誘導している。
またデッキや外にいる時に、外から入れるようにトイレを設置
している。

(外部評価)

カーテンで仕切ったトイレと個室のトイレがある。又、庭からも
使用できるようになっている。ご自宅でポータブルトイレを使
用されていた方は、ポータブルトイレがあることが安心感につ
ながるようなこともあり、設置して朝起床時に使用されてい
る。

(自己評価)

朝一番に水や牛乳を飲んでいただいたり、普段から水分補
給や繊維質の多い食材を提供し、調整している。
排泄の記録により、便秘の方には医師の指示により服薬等
を行ない、コントロールしている。リハビリ体操や散歩で運動
できるよう働きかけている。

(自己評価)

毎日声かけし、利用者の希望や意志を尊重している。
タイミングをみながら声かけし、気持ちよく入浴していただけ
るよう支援している。利用者同士で入られる事もある。

(外部評価)

大きめの浴槽ではあるが、踏み台を浴槽の中に入れて利用
者が手すりを持って浴槽に入れるようにされている。車いす
を使用されている方は、リフトを使用して入浴できるような設
備も整備されている。毎日入浴される方もおられ、入浴を嫌
がるような日には、無理強いせず、次の日にお誘いしてみる
等して、利用者は週に3回は入浴できるよう支援されている。
入浴しないような日には、足浴を支援されている。

(自己評価)

昼夜逆転しないよう気をつけながら、室温や明かり、空気の
乾燥の調整をしている。
日中気分よく生活できるよう、一人ひとりに合わせて休息の
時間を作り、休んでいただいている。

45 17

○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を
決めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援を
している

46

○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している

43 16

○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひと
りの力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイ
レでの排泄や排泄の自立にむけた支援を行っ
ている

44

○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の
工夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防
に取り組んでいる
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グループホームあかり（ほたる） 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)

看護職員により服薬の準備をし、処方箋をファイルに閉じ、内容が
確認できるようにしている。担当者も服薬セットし、2重にチェックし
ている。
また、変更については連絡ノートに記入し、職員に周知徹底してい
る。
服薬の支援は個々に応じて行なっている。

(自己評価)

買い物やドライブ、陶芸教室などその人の楽しみな事で気分転換
をしていただけるよう、支援している。また、２ユニット一緒にカラオ
ケやおやつ作りなどをして楽しんでいただいている。
調理や洗濯物たたみなど、役割を持っていただいている。地域と交
流が持てるよう近所に広報紙を一緒に配っている。

(自己評価)

地域行事や買い物、個人的希望があればできるだけ出掛けれるよ
う支援している。
普段から外出の機会は多い。
また、家族の協力のもと、本人の希望の場所へ出かけられている。

(外部評価)

利用者との会話の中で「行ってみたい」「～はどうなっているかな
あ」「帰りたい」というようなお話が聞かれた時には、即「行ってみる」
ことを支援できるよう努めておられる。居間の窓から見える山を眺め
て「あの丸山に行ってみたい」と希望されたことがきっかけで職員と
出かけられ、懐かしいお話等も聞かれたようだ。さらに、高速道路が
できているのをみて「こんなんもできとんか」と驚き、新しい情報も知
ることができ、ご本人はとても喜ばれたようだ。お天気の良い日に
は、急きょお弁当を持って出かけることもある。若年の利用者の方
は歩いて買い物に出かけたり、運動会等、小学校の行事を見学に
行かれた際には、行きは車で出かけて、帰りは歩いて帰る等されて
いる。

(自己評価)

外出の際ほしいものは自分で買われ、財布を持って支払っ
てもらうことがある。
小遣いを持たれることで安心感につながることもあるため、自
分で小額の小遣いを持っている方もいる。

(自己評価)

希望時は事務所の電話を使い、電話をかけるお手伝いをし
ている。
また、家族と手紙のやりとりや返信ができるよう支援してい
る。年賀状を出している。

○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解
しており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金
を所持したり使えるように支援している

51
○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手
紙のやり取りができるように支援をしている

48

50

47

○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、
用法や用量について理解しており、服薬の支援
と症状の変化の確認に努めている

○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好
品、楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 18

○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出
かけられるよう支援に努めている。また、普段は
行けないような場所でも、本人の希望を把握し、
家族や地域の人々と協力しながら出かけられる
ように支援している
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グループホームあかり（ほたる） 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)

季節の花を玄関に飾ったり、飾り付けをして季節感のある掲
示物の工夫をしている。花壇や裏庭に花や野菜を植えて、
季節感を取り入れている。デッキを通じてどこからも行き来で
きるようになっている。
立てずやサンシェードにより光を調節したり空気清浄機やト
イレ専用の暖房機などで居心地の良い環境に努めている。

(外部評価)

台所のカウンターは広い造りになっていて、職員と一緒に食事する
方もみられた。又、職員が食事を作っている時にも座ってお話をさ
れていた。廊下の突き当たりには図書コーナーを作っておられ、利
用者の興味のありそうな本が準備されている。調査訪問時には、
座って本を広げておられる利用者の様子がみられた。玄関にいす
を複数配し、座って履物を履いたり、他の利用者を待つ際もちょっ
と座われるようにされている。ユニットをつなぐデッキは、利用者同
士の交流の場にもなっていてテーブルやいす等もあり、ネット越し
にはゴルフ場が眺められ、ゴルフに来るお客さんとおしゃべりするこ
ともよくある。

(自己評価)

利用者同士でコタツに入りトランプをしたり、うたた寝をした
り、リビングのテーブルで仲の良い方同士で会話している。
幸せコーナーで一人ゆっくり過ごされたり、デッキをゆっくり
歩かれたりする。

(自己評価)

新品のものではなく使い慣れたものを持ち込んでいただくと
同時に、季節ごとのレイアウトで居心地よく過ごせるよう工夫
している。
仏壇を飾っている方もいる。

(外部評価)

居室からもデッキに出られるようになっており、耳が聞こえに
くい方は、お好きな番組はボリュームをあげて居室のテレビ
で楽しまれている。お菓子缶にご自分で買ったお菓子を入
れてあり、食後等に楽しむ方もいる。洗面台が全室に設置さ
れていて、食後には自室に戻って歯磨きをされる様子もみら
れた。

(自己評価)

トイレや浴室に目印を付けたり、表示をしている。
手すり･スロープ等の工夫をしたり、居室に専用の洗面所が
ある。また、本人の力に応じた部屋割を考えている。
洗濯場へ洗濯物を出しに行かれる利用者もいる。

○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活
かして、本人が居心地よく過ごせるような工夫を
している

○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱を
まねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）が
ないように配慮し、生活感や季節感を採り入れ
て、居心地よく過ごせるような工夫をしている

55

○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり
建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかる
こと」を活かして、安全かつできるだけ自立した
生活が送れるように工夫している

53

52 19

○共用空間における一人ひとりの居場所づくり
共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の
工夫をしている

54 20
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